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In Bolivia, MAS is more 

 

ボリビア人民は、軍事クーデターのあとも真実と尊厳を失っていないことを鮮

やかに示した。 

 

社会主義運動（MAS）の大統領候補ルイス・アルセは圧倒的に勝利した。２位

の候補に 20 パーセント以上の差をつけて破り、右翼の幻想を打ち砕いた（mas 

は英語で more である） 

 

キューバのカネル大統領は次のようにあいさつを送った。 

「MAS のみなさん、おめでとうございます。あなた方は OAS と帝国主義に導か

れた裹頭勢力が奪った政治権力を、選挙という方法で奪い返すことができまし

た」 

そして「キューバはルイス・アルセ勝利の喜びを分かち合っています。ボリバ

ル主義の理想がよみがえりました」 

と強調した。 

 

半日の後、ルイス・アルセはカネル大統領にこう応えた。 

「ありがとう、カネル大統領。団結した人々は、選挙という方法により、経済

的、社会的、政治的な回復と安定を決意しました。そして我が人民は希望を取

り戻しました」 

投票の結果は、2019 年の選挙後にでっち上げられた茶番劇を明らかにした。そ

の茶番劇の背後には米州機構、リマグループ、そして米国がいた。それは軍事

クーデター、エボ・モラレスの国外追放、そして 30 人以上のボリビア人の命

が犠牲になる弾圧へとつながっていった。 

 

しかし人々の意志は非常に強力なものだった。そのため暫定大統領アニェスは

MAS を合法政党として承認せざるを得なかった。 

 

アルセ候補の当選の弁 

 



当選したアルセは、勝利後の最初の記者会見で、国民統一の政府を建設するつ

もりだと強調した。彼は過去の過ちに学び、それを克服すると述べた。そして

憎しみを捨て和解の道に進む決意を明らかにした。 

 

アルセは副大統領候補のデビッド・チョケファンカとともに、軍事クーデター

後に課された新自由主義の悪夢を逆転させようとしている。 

 

彼らにはそれだけの経験と道徳的権威がある。  

 

ボリビアの経済困難はアニェス暫定大統領の時代にひどくなった。広範に広が

った腐敗、天然資源や生産設備の民営化と大企業への譲渡が相次いだ。それは

コロナ禍への対応のまずさにより耐え難いものとなった。 

 

こうして尊厳を傷つけられた人々は、平和を目指して投票した。 

 

就任後も、内外の敵が確実に「闇の計画」に着手するだろう。新政府は国民を

団結させる複雑で困難な課題に直面するだろう。注意深く信頼を強化し、経

済・社会の発展のための道すじを指し示し、コロナへの対応を変換し、発生数

や死亡率をコントロールしなければならない。 

 

そしてクーデターによって損壊された国民主権と友好的な国際関係を回復しな

ければならない。 

 

 

むかし何かで読んだのだが、「国会で安定した過半数を占めることができるな

らば、国会を反動支配の道具から人民に奉仕する道具に代え…」という一節が

あった。 

まあそれはどうでも良いのだが、今回のボリビアのケースを見ているとまさに

そういう実感が湧いてくる。 

（2020 年 10月 25日記）A 

 


